






















＊この計算は仮想氾濫原（氾濫原勾配 I = 1/300、1/1000、1/3000、1/10000) を対象として、氾濫モデル、

モデル係数などを変えて、感度分析的にモデル等による氾濫現象の違いを見たものである。仮想氾濫原は

500m x 500mメッシュに分割し、氾濫水の先端の伝播速度が一致するようにモデル係数を設定した 8) 。

＊全国107水系134河川で作成されている洪水氾濫危険区域図では、134河川のうち、のべ河川数で言うと二次

元不定流モデルが94河川 (53%) 、開水路ボンドモデルが34河川 (19%) 、氾濫ボンドモデルが14河川

(8 %)、越流ポンドモデルが1河川(1%)、一次元不定流モデルが4河川(2%)、不等流モデルは

31河川 (17%) 、その他のモデルが1 河川 (1 %)である。ただし、不等流モデルはほとんどが山間地で

採用されており、低平地においては、二次元不定流モデルとポンドモデルがほとんどであると言える。し

かし、これらのモデルはあくまでも地建や事務所の考え方や判断により選択されたことを注記しておく。

【モデルの長所、短所】

. 1次元の開水路非定常流式は
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と表示される。地形特性や氾濫水の挙動により、上式の各項の重みが異なり、計算上省略できる項がでてく

る。各氾濫モデルは、表 ー 2のように影響の少ない項を省略したモデルである。
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i
 2次元モデルや簡易一次元不定流モデルのように、氾濫域をメッシュ分割するモデルでは地形特性、用

途等を考慮してメッシュの大きさを設定する。扇状地河川のような急勾配河川では、地形特性を忠実に

反映させるためにメッシュ幅△Xは△ X�25Qmにしなければならない（参考1参照）。その他の河川で

は、①メッシュ数を 1 万個以内にする、②メッシュ間の地盤高差を50cm以内にするようにメッシュの大

きさを設定するものとする。

【メッシュの大きさの設定】

・具体的な氾濫原を対象にしてメッシュの大きさを設定する場合、メッシュの大きさは、次の各項目につい

て、個別にまた相互にフィ ー ドバックさせながら設定する。ある条件の下で、最適なメッシュ分割を定式

化したものを図 ー 5 に示す。なお、洪水氾濫危険区域図の場合は500mメッシュ、250mメッシュが各々 4

~5割で、大河川の場合は1kmメッシュが採用されている場合もある＊ 。

く用途に応じた解析結果の精度＞

解析結果の用途が、例えば最大浸水深を予測するような場合では、メッシュの大きさは多少大きくして

も問題ないが、浸水深が大きく影響する避難などに解析結果を活用する場合には、メッシュを細かくす

る必要がある。
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実際の流巌係数は0. 3lrv0, 33·(完全越流の場合）の範囲内にあると考えられる。しかし、破堤箇

所によって、堤防は様々な断面形を有しており、ここでは越流堤が長方形であると仮定した係数を採Mし

ている。

なお、破堤部からの流入最も同様に計算できる。本IIり公式で適合度が悪い場合は、横越流公式をMいる

ことも検討する必要がある。

［計算の対象とする排水施設】

計算の対象とする排水施設は以下のとおりである。

ボンプ ・ ・ ・ ・ 実際のポンプの稼慟状況が分からない場合は、仮想する（例えば浸水を開始したら、最大排

水最で排水するというように仮想する）。

樋fll] ・・..土研で提案された下記の計算式をMいる。

カルJ\'-ト・ ・ ・・樋prJと同じ計算式を用いる。

水路 ・・・・時間的な流最変化が少ない場合は、等流モデル又は不等流モデルを用いるが、水踏内の氾濫

水の学動を忠実に再現するには、慣性項を除いた不定流モデルにより計算する。

下水道・ ・ ・ ・ 下水管内の流下水の挙動を忠実に再現するには、慣性項を除いた不定流モデルにより計算す

る。なお、下水道への氾濫水の流入にはモストコフの式（底部取水工の式）を川いる。

各施設の水理量の計算式は、以下のとおりとする。

【樋門、カルバートからの流出最】

・敷高から見て高い方の水位をh,、低い方の水位をh2、樋門・カルバー トの高さをHとする。流出最は、

水位の関係に従って、以下の実験式により算定できる I 2)。

No. 水位の関係 計． 算· 式 流最係数c

1 h 2�H 潜り流出： Q=CBH,/2g ( h ,-h 2) 0. 7 5
3 

囀流出： Q = c·B HJ 2·g h  1 2 h1� 一 H 0. 5 1
2 

h 2<H 、 ',

顔流出：h Q1 =CB
3 
,h 2J2 g (h1-h2 心3'

3 h1< - H ただし、 一 こ 一 の場合はh 戸 一 h, に 0. 7 9
2 h2 2 3 

. 
�

置き換える

【水路の流下量】

・氾濫計算には、原則としてメッシュ輻の1/10以上の幅を有する水路を計算に取り込むこととするが、あま

り小規模な水路を取り込むと、計算を安定的に行うには、計算時間間隔をかfより短くする必要があるので、

実務的にはメッシュ幅の1/4または1/5以上の輻を有する水路を取り込めば十分である。

•水路の配置方法についてほ①メッシュの境界に配置する、②メヅシュの内部に配置する、③水路をメッシ

ュ化するという3つの方法があるが、現在のところ、これらの手法に関する優劣はつけ難いので、盛土と

同様に水路もメ
‘

ッシュの境界に配置するものとする。

•水路の流下量が時間的に大きく変化する場合には、水路による氾濫流の挙動を忠実に反映す
し

るため、以下
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